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次回担当は

社
長

雑
感

ご意見・ご感想はこちらまで info@kentora.co.jp

吉
澤
比
佐
志

今第７９号は

笹嶋・判が

担当しました

富
山
東
物
流
セ
ン
タ
ー
内
の
定
温
倉
庫
が
完
成
し
ま
し
た
。

場
内
に
は
す
で
に
ラ
ッ
ク
も
搬
入
さ
れ
、
間
も
な
く
稼
働
予

定
で
す
。

（笹
嶋
）

☆閑話休題（どうでもいい雑学）：温泉郷・・・ほとんどが‘おんせんきょう’と読みますが、‘おんせんごう’と読むところもあります。北陸周辺ですと奥飛弾温泉郷が‘おくひだおんせんごう’と読みます。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
国
の
海
洋
進
出

を
見
て
い
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
で
人
々
が
平

和
に
暮
ら
す
こ
と
が
徐
々
に
難
し
く
な
っ
て
来
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
私
は
、
国
や
人
が
豊
か

に
な
れ
ば
、
次
に
恵
ま
れ
な
い
国
の
人
々
に
手
を

差
し
伸
べ
、
よ
り
多
く
の
人
々
が
豊
か
に
な
れ
る

よ
う
世
界
が
良
く
な
っ
て
行
く
も
の
と
思
っ
て
い
た
。

ま
た
、
世
界
が
豊
か
に
な
れ
ば
民
主
主
義
が
主
流

に
な
り
個
人
の
考
え
が
尊
重
さ
れ
、
資
本
主
義
的

な
社
会
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
独
裁
的
な
政
治
家
が
幅
を
き

か
せ
、
力
で
勢
力
を
拡
大
し
て
い
る
。
か
つ
て
は
積

極
的
に
民
間
外
交
が
行
わ
れ
、
世
界
が
一
つ
に
な

る
期
待
も
持
っ
た
が
、
現
状
は
そ
の
逆
で
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
よ
る
分
断
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
人
は
話
し
合
い

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
重
要
性
を
再
認

識
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
力
を
持
っ
て
問

題
解
決
し
、
服
従
さ
せ
る
こ
と
が
多
く
の
戦
争
か

ら
人
間
が
学
ん
だ
事
な
の
だ
ろ
う
か
？
も
し
そ
う

な
ら
、
こ
ん
な
愚
か
な
こ
と
は
な
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
後
、
人
々
は
戦
争
を
二
度

と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
平
和
と

自
由
を
守
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
反
戦
が

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
が
今
は
そ
の
勢
い
も
な
い
。
力
に

対
し
て
は
力
で
対
抗
す
る
し
か
な
い
と
、
防
衛
費

の
大
幅
な
増
額
が
議
論
さ
れ
若
者
も
そ
れ
に
賛
成

す
る
人
が
多
い
と
い
う
。
勿
論
そ
れ
を
一
方
的
に

攻
め
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
米
国
の
銃
規
制
の
よ

う
な
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
危
険
性
を
は
ら
ん

で
い
る
。

そ
ん
な
中
、
今
の
世
の
中
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
考
え
を
世

界
中
に
発
信
で
き
る
。
そ
の
力
を
利
用
し
て
次
の

時
代
を
背
負
う
人
た
ち
が
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
で

も
っ
と
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
伝
え
る
事
が
出

来
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。
世
界
中
の
若
者
が
主

張
す
れ
ば
、
政
治
家
は
そ
れ
を
無
視
で
き
な
い
と

思
う
し
、
世
界
中
の
人
々
が
平
和
に
つ
い
て
の
意
識

を
持
つ
と
思
う
。

長
年
平
和
な
時
代
を
生
き
て
き
た
私
は
、
平
和

の
た
め
に
今
何
が
で
き
る
の
か
考
え
行
動
し
た
い

と
思
う
。
そ
れ
が
世
界
中
の
子
供
た
ち
へ
の
大
き

な
責
任
だ
と
思
う
。

平
和
と
は

年
に
一
度
の
全
国
安
全
週
間
が
七
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
安
全
は
急
が
ず
焦
ら
ず
怠

ら
ず
」
で
す
。
し
っ
か
り
品
質
を
守
っ
て
、
労
働
災
害
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
注
力
し
て
い
き
ま
す
！

（笹
嶋
）

運
行
管
理
者
試
験
合
格
！

蛇見さん

中田さん

よろしく

お願いします

Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
再
開

石
川
県
の
温
泉
は
い
か
が
？

石
川
県
は
温
泉
天
国
。
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
も
再
開
さ
れ
、
お
得
に

宿
泊
可
能
で
す
の
で
、
コ
ロ
ナ
に
気
を
付
け
な
が
ら
ご
家
族

で
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
近
隣
へ
の
観
光
）
を
楽
し
む
の
も

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
は
石
川
県
の
温
泉
地
を
ざ
っ

と
ご
紹
介
し
ま
す
。

和
倉
温
泉
・
・
・
「
加
賀
屋
」
を
筆
頭
に
高
級
温
泉
旅
館
が
ひ

し
め
く
有
名
温
泉
地
で
す
。
塩
分
濃
度
が
高
く
、
‘
塩
の
温

泉
’
と
も
称
さ
れ
ま
す
。
県
ト
ラ
で
も
社
内
旅
行
や
、
五
〇

周
年
記
念
で
加
賀
屋
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

輪
島
温
泉
・
・
・
ｐ
ｈ
10
超
の
奇
跡
の
ア
ル
カ
リ
温
泉
「
ね
ぶ

た
温
泉
海
游
能
登
の
庄
」
が
有
名
で
す
。
化
粧
水
の
よ
う
な

と
ろ
と
ろ
の
お
湯
で
美
肌
効
果
抜
群
で
す
。

山
中
温
泉
・
・
・
鶴
仙
渓
を
取
り
巻
く
よ
う
に
有
名
旅
館
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
露
天
風
呂
付
の
お
部
屋
も
数
多
く
、

密
を
避
け
る
に
は
最
適
か
も
。
「厨
八
十
八
」「
か
が
り
吉
祥

亭
」
「
か
よ
う
亭
」
「
花
紫
」
等
、
有
名
旅
館
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

片
山
津
温
泉
・
・
・
柴
山
潟
南
岸
に
各
旅
館
が
軒
を
連
ね
て

い
ま
す
。
最
盛
期
か
ら
は
半
減
し
ま
し
た
が
、
「
湯
快
リ
ゾ

ー
ト
」
や
「大
江
戸
温
泉
物
語
」
系
列
の
宿
が
進
出
し
、
お
手

軽
に
宿
泊
で
き
ま
す
。

山
代
温
泉
・
・
・
北
大
路
魯
山
人
が
愛
し
、
九
谷
焼
で
有
名

な
加
賀
温
泉
郷
最
大
の
温
泉
街
で
す
。
「べ
に
や
無
何
有
」、

「
ゆ
の
く
に
天
祥
」
や
、
最
近
で
は
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
「
界
加

賀
」が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

粟
津
温
泉
・
・
・
七
一
八
年
創
業
の
日
本
最
古
の
旅
館
「
法

師
」
や
「
旅
亭
懐
石
の
と
や
」
が
有
名
で
す
。
こ
ち
ら
も
近
年

「湯
快
リ
ゾ
ー
ト
」が
進
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
図
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
に
も
能
舞

台
で
有
名
な
「
ま
つ
さ
き
」
の
あ
る
辰
口
温
泉
、
竹
久
夢
二

の
愛
し
た
湯
涌
温
泉
（
古
香
里
庵
・
さ
か
え
や
他
）
等
、
石

川
に
は
全
国
に
誇
る
名
湯
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

県
民
割
（
隣
県
も
割
引
し
て
ま
す
）
を
う
ま
く
使
っ
て
、
ぜ

ひ
石
川
県
へ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

（判
）

Ｐ
マ
ー
ク
更
新
審
査
完
了

富
山
東
物
流
セ
ン
タ
ー

定
温
（低
温
）倉
庫
完
成
！

石
川
営
業
所
の
笹
嶋
大
輔
さ
ん
が
三
月
に
運
行
管
理

者
試
験
を
受
験
し
、
見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
に

運
輸
局
に
届
出
し
、
実
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

（判
）

安
全
衛
生
委
員
会
よ
り

六
月
一
日
、
個
人
情
報
保
護
法
（
Ｐ
マ

ー
ク
）
の
更
新
審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
更
新
は
二
〇
一
七
年
に
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改

正
、
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
基

準
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
、
大
幅
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
定
す
る
作
業
を
伴
う
審

査
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
で
の
改
善
事

項
を
実
施
し
た
の
ち
、
七
月
に
は
付
与

さ
れ
る
予
定
で
す
。

（左上）
倉庫の出入口には
シートシャッターを装備
（左下）
格納用のラックの搬入も
終了しています
（右上）
倉庫北側（8号線側）には
定温倉庫の広告も
（右下）
室内の冷房装置
ただいま試験稼働中です

能
登
地
方
は
、
こ
の
と
こ
ろ
地
震
が
続
い
て
い
て
心
配
で
す

プライバシーマーク制度は、日本産業規格「JIS Q

15001個人情報保護マネジメントシステム－要求事項」

に適合して、個人情報について適切な保護措置を講ず
る体制を整備している事業者等を評価して、その旨を
示すプライバシーマークを付与し、事業活動に関してプ
ライバシーマークの使用を認める制度です


